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国際空港全体

スマー

「ＫＩＸス

期計画（スマ

組みについて

本レポート

会社として事

〈スマート愛

関西国際空港

ンド・プラン）

な環境施策目標

また、第２滑

策定し、環境負

2012 年 7 月

」な取り組み

や、高度なＩ

エアポートをめ

スマート愛ラ

全・安心」な空

〈報告範囲〉

レポートの

者等の活動を

〈掲載データ

 本レポー

のデータ 

ート愛ラ

スマート愛

マート愛ラ

て詳細デー

トは 2015 年

事業を開始し

愛ランド推

港では 2001 年

」に基づいて

標の達成に取

滑走路の供用

負荷の抑制や

に関西国際空

みとして取り

Ｔ（情報技術

めざすべく、

ランド推進計

空港運営の実

〉 

の対象には

を含めてい

タ〉 

ートに掲載

空港
施設

島内

ンド推進

愛ランド推進

ランド推進計

ータを含め報

度の新関西

した関西エア

推進計画とは

年 6月に空港

て、大気や水

取り組んでき

用開始（2007

や空港周辺へ

空港は大阪国

りまとめ、従

術）を応用し

「関西国際空

計画に基づく

実現に努めて

は、「関西国

います。 

載するデータ

 港管理者が管理
設・設備や事業

内事業者の活動

進レポー

進レポート

計画）の施

報告してい

国際空港（

アポート（株

は〉 

港島全体を対

水質といった環

ました。 

年 8月）に伴

の影響軽減に

国際空港と経

従来のエコ愛ラ

たエネルギー

空港スマート

取り組みはエ

参ります。

際空港スマ

タは、以下

 

理する
業活動等のデ

動に関するエ

ートとは

ト 2016」は、

施策項目に沿

います。 

（株）及び協

株）として引

対象範囲として

環境への負荷

伴い、2008 年

に努めてまい

経営統合し、環

ランドの取り

ー効率の向上

ト愛ランド推進

エネルギーセ

マート愛ラ

下の構成で集

データ

エネルギー使

 

、2013 年 4

沿って、20

協議会の取組

引続き発行

て策定した「

荷を可能な限

年 3月に「関

いりました。

環境に配慮し

り組みを最低

上を図るなど

進計画」を 2

セキュリティー

ンド推進協

集計されて

関西国
オフィス

その
事業

使用量等 

旅客ター

備や事業

オフィス環

4 月に策定

015 年度に行

組内容ですが

しています

「関西国際空港

限り低減するた

関西国際空港エ

した新たな空港

低条件とし、ク

ど、人と地球に

2013 年 4 月に

ーの観点から

協議会」に参

ています。 

 

国際空港㈱に
ス環境管理対

の他の施設・
業活動等のデ

ーミナルビル

業活動等のデ

環境管理対象

した第３次

行った環境

が、2016 年

。 

港環境管理計

ため、30 項目

エコ愛ランド

港のあるべき

クリーンエネ

にやさしい

に策定しまし

らも大変有意

参加してい

における
対象データ 

設備や
データ 

等の施設・設

ータ 

象データ 

次環境推進

境保全の取

4 月から運

計画（エコ愛

目にも及ぶ様

ド推進計画」

き姿を「スマ

ネルギーの活

「スマート」

した。 

意義であり、「

いる島内事

設

中

り

運営

愛ラ

様々

を

マー

活用

な

「安

業
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シ
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域

の

 

１．

■ 基本的事

．計画期間 

2013 年度か

．対象活動・

対象エリア

わるあらゆる

主体的に取組

．目標の設定

計画を推進

認、公表する

また、計画

．推進体制等

空港管理

もに、「スマー

エネルギー

空港島内

ネ行動を推進

■ 基本理念

「安全安心

ション国際戦

ベーション）、

域環境への影

の実現に向け

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境推進

事項 

から 2017 年度

・地域 

アを関西国際

る事業者や利

組を進めるこ

定 

進し、達成度

る。 

画推進状況、

等 

者は、社内に

ート愛ランド推

ー管理につい

の消費電力

進する。 

念 

心・お客様満

戦略総合特区

、空港全体で

影響の低減

けて関西国際

進計画

度までの 5 年

際空港の全域

利用者の活動

こととし、空港

度を評価する

地球温暖化

に設置する「

推進協議会」

いて 

量及び発電

満足向上・環

区の区域拡大

でのエネル

（エコリレー

際空港スマー

（KIX スマ

年間 

域とし、空港

動を対象とす

港事業者・利

るための目標

化対策に対す

「環境推進委

」の空港内事

電量を一元的

環境対策」に

大によるスマ

ギー使用量

ーション）を

ート愛ラン

マート愛

1 

港運用に伴う

する。活動の

用者には積

標を可能な限

する国際情勢

委員会」にお

事業者等と協

的に管理する

に基づき、取

マートコミ

量削減（エコ

を基本理念

ド推進協議会

愛ランド

全ての環境

のうち、空港管

極的に働き

限り定量的に

勢等の把握に

おいて計画の

協力した取組

ることで、ピー

取組を推進

ュニティ等

オペレーシ

とし、環境

会のメンバー

推進計画

影響に配慮

管理者で管理

かけ、その協

に設定し、定期

に努め、適宜

の推進、管理

組を推進する

ーク時の電力

していきます

の実証実験

ション）、公害

先進空港（

ーとともに

画） 

慮するため、空

理できる範囲

協力を得なが

期的にその

宜、目標等の見

（見直しと改

。 

力消費量を減

す。また、

験の実施（ 

害のない空

（スマート愛

取組を進め

空港業務に

囲については

がら進める。

達成状況を

見直しを行う

改善）を行うと

減らしたり、省

関西イノベ

グリーンイ

港としての

愛ランド構想

めます。 

携

は、

確

う。 

とと

省エ

ー

ノ

地

想）
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■ 基本方針

 

 

 

 

 

【３】 資源

【１】 快適

【２】 地球

【４】 生物

【５】 地域

針 

源循環型の空

適な地域環境

球環境への負

物多様性に配

域と共生した

 

空港 

境を守る空

負荷の少な

配慮した空

た空港 

空港 

ない空港

空港 

航
努
自

関
き
エ

廃
循
促

空
す
空

地
の
供

2 

航空機騒音に関
努めます。また
自主管理目標を

関係事業者と協
きます。さらに太
エネルギーの導

廃棄物の減量化
循環型の空港を
促進など水資源

空港周辺護岸に
す。また空港内
空間整備を進め

地域の人々や利
の利用者に向け
供します。 

関わる環境基準
、大気及び水質

を設定するなど

協力して、事業活
太陽光発電など
導入を促進します

化を働きかけると
をめざした取組を
源の有効利用に

に藻場を形成し
の緑地を拡大

めます。 

利用者との対話
けて発信し、空港

準を遵守すると
質については法
環境保全などに

活動に伴う温室
どの自然エネル
す。 

とともに、発生し
を引き続き進め
配慮した水循環

し、多様な生物が
し、空港利用者

話に努め、環境
港活動の理解を

とともに、より一
法令遵守はもと
に努めます。 

室効果ガスを率
ルギーや水素利

した廃棄物は有
めていきます。さ
環システムの確

が生息する藻場
者が憩いと安ら

境監視結果や環
を深めて頂くよ

 

一層の騒音低減
とより、さらに高

率先して削減して
利用によるクリー

有効利用する資
さらに中水利用

確保に努めます

場の維持に努め
らぎを感じる良好

環境活動を国内
よう多様な機会を

減に
高い

てい
ーン

資源
用の
す。

めま
好な

内外
を提
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う

エ

 

■

音

長

国
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■ 推進体制

空港管理者

とともに「

エネルギー委

■ 環境監視

関西国際空

音、大気質、

長で構成）の

環境監視の

国際空港環境

 

推進体制

制 

者は、社内に

「スマート愛

委員会」とも

視体制 

空港周辺の環

水質、海域

の指導・助言

の調査結果は

境センターで

スマー

制と環境

に設置する

愛ランド推進

も情報共有を

環境監視は、

域生物などに

言を得て環境

は、月報、年

でも公開して

 

ート愛ラン

境監視体制

「環境推進委

進協議会」の

を図ります。

空港の運用

について、関

境監視計画を

年報として取

ています。

環境
・委員
・副委
・委員

ンド推進協

制 

環境推

・委員

3 

委員会」にお

の空港内事業

。 

用や工事が周

関西国際空港

を策定し、定

取りまとめ、

境推進委員
員長：社長
委員長：副社
員：全取締役

議会

推進委員会

員長：社長

おいて計画の

業者等と協力

周辺におよぼ

港環境監視機

定期的に調査

、関係行政機

員会

長

省エネル

会 

長、副社長

の推進、管理

力した取組を

ぼす影響を把

機構（大阪府

査を実施し

機関などに報

ルギー委員

理（見直し

を推進します

 

把握するた

府知事およ

ています。

報告すると

員会

と改善）を

す。また、「

め、航空機

び泉州9市4

 

ともに、関

 

行

省

機騒

4町

西
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■

を

目

温

に

数

取

2015 年

■ 数値目標
計画に定め

を設定していま

目標設定にあた

温室効果ガス排

については可能

数値目標の設

取組状況の定量

年度 環境

標の設定 
る取り組みの

ます。 

たっては、大気

排出量、リサイ

能な限り数値目

定が困難な取

量的な把握に努

境データ

の達成度を評価

気質や水質、エ

イクル率など数

目標を設定して

取り組みについ

努めています。

タの概要

価するために目

エネルギー使用

数値化可能な項

ています。また

いても可能な限

。 

4 

 

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

20

t-CO2/

要 

目標

用量、

項目

た、

限り

＜数

006 2007 2008

回

空港施設からのCO

（航空機発着回数

数値目標の一

2015 年度

O2排出量

数当たり）

10％
削減

一例＞ 

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

2006 200

t-CO2/回

航空機

（航空

07 2008 20

機からのCO2排出量

空機発着回数当たり）

10％
削減

 

 

015 年度

量

％
減



 

４．主

5 

主要施策目標標と達成状状況 

 ：十分達成

（達成率１０ 

5 

できたもの  

００％以上）  

4 

 

：ほぼ達成でき

（達成率９０～

きたもの  

～１００％）  
(注)

：来年努力するもの

（達成率９０％未満） 

目標は 2017 年度に達成

の  

）  

成すべきものである。
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 ：十分達

（達成率 

6 

達成できたもの  

率１００％以上）  

4 

 

：ほぼ達成

（達成率９０

成できたもの  

０～１００％）  
(注

：来年努力するも

（達成率９０％未 

注)目標は 2017 年度に

もの  

未満）  

達成すべきものである。

 

。  
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 ：十分達成で

（達成率１０ 

7 

できたもの  

０％以上）  
4 

4 
 

：ほぼ達成でき

（達成率９０～

きたもの  

１００％）  
(注)目

：来年努力するもの

（達成率９０％未満） 

目標は 2017 年度に達成

 

 

成すべきものである。  
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関西国際空港は、航空機騒音の影響を軽減するため、泉州沖5kmの海上に建設しました。 

航空機騒音の測定の結果、いずれの測定地点でも環境基準を満たしています。 

また、クリーンセンターの排ガス及び浄化センターの排水については法令基準より厳しい管理値を自主

的に設定し、環境負荷の削減に取り組んでいます。 

 

■ 航空機騒音の影響軽減対策 

航空機騒音軽減の観点から設定された飛行経路や運航方式を前提として環境アセスメントを行った

結果、環境基準を超えるような航空機騒音の影響範囲は海域にとどまっています。 

 

関西国際空港では、航空機騒音の

常時測定と定期測定を行い、その

結果を公表していますが、2015 年

度の測定結果は前年に引き続き、

陸域のすべての常時測定局および

定期測定地点で環境基準（Lden※1 

57dB 以下）を満たしています。 

 

○2015 年度 航空機騒音測定結果（常時測定局） 

 

 

〔航空機騒音の影響軽減対策〕 

○発生源対策 

・航空機材の低騒音化※2 

 

 

○飛行経路・運航方式 

・出発機は離陸後大阪湾内で十分な高度まで上昇した後に陸域上空に進入する 

・深夜・早朝時間帯に離着陸する航空機は明石海峡および紀淡海峡上空に限定した飛行経路を設定 

・紀淡海峡から進入する着陸機に対しては騒音軽減運航方式※3を採用 

・継続降下運行方式※4を採用 

 

○当社の取り組み 

・設定された飛行経路・高度の監視を継続 

・関西国際空港航空会社運営協議会（ＡＯＣ）に対して、飛行経路の遵守、航空機騒音軽減への配慮な

どを要請 

※1～※4は32ページ参照 

５．環境保全活動 【１】快適な地域環境を守る空港に向けた取り組み 

兵庫県

大阪府

和歌山県

関西国際空港

淡路島

WECPNL70以上
WECPNL75以上

37未満
(50未満)

日高町

（大阪市/南港）

（貝塚市/二色）

（泉大津市/汐見）

（泉佐野市/りんくう）

（岬町/小島）

（和歌山市/大川）

（淡路市/岩屋）

（淡路市/釜口）

（洲本市/中川原）

（南あわじ市/福良）

37
(50未満)

40
(52)

37未満
(50未満)

44
(54)

39
(50)

38
(50)

37未満
(50未満)

上段：Lden
（下段：WECPNL）

49
(60)

47
(57)

40
(52)

15.8%

12.6%

29.1%

21.9%

55.1%

65.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■ 苦情・問い合わせの概要と対応状況 

 

〔航空機騒音〕 
苦情・問い合わせの件数は、大阪府域等の陸域上空を飛行する新飛行経路が導入された1998年度が263件と

最も多く、その後は減少傾向にあります。 

苦情・問い合わせの内容としては、「騒音がひどい」「低空飛行をしている」「経路は守られているか」

といった個々の航空機についてのものが多く、国土交通省航空局と連携した調査を行い、その結果を報告し

ています。 
当社では、今後とも苦情や問い合わせに適切に対応してまいります。 

 
◆問い合わせ先 
関西エアポート株式会社 
技術部スマート愛ランドグループ 

TEL：072-455-2177（平日 9:00～18:00） 

関西国際空港案内所 

TEL：072-455-2500（夜間・休日） 

 
 
 
 
 
 

 

[参 考] 航空機の発着回数と航空機騒音測定結果（WECPNL注）の推移 
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地域の類型：Ⅱ この地域以外の地域で通常の生活を保全する必要がある地域（WECPNL75以下）WECPNL

地域の類型：Ⅰ 専ら住居に供される地域（WECPNL70以下）

発着回数(千回)

2期滑走路供用

羽田→関空 夜間短縮

ルート導入

地域の類型：Ⅱ この地域以外の地域で通常の生活を保全する必要がある地域（WECPNL75以下）WECPNL

地域の類型：Ⅰ 専ら住居に供される地域（WECPNL70以下）

発着回数(千回)

2期滑走路供用
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注1.ＷＥＣＰＮＬは2012年度までの航空機騒音に係る環境基準の評価指標。2013年度からはLdenが環境基準の評価指標となっている。

注2.住之江区南港北の測定結果はWECPNL50未満

注3.汐見町の2009～10年度、12～15年度、淡路市岩屋の1994～96、1998～2003年度、淡路市釜口の1998～2013年度、洲本市中川原

の2008～2013年度、南あわじ市福良の1994年、1998～2015年度、日高町高家の2001～2015年度以降はWECPNL50未満

注4.二色と福良（1994年～97年までは定期測定）、岩屋（1994年～96年までは定期測定）、中川原（常時測定開始：1997年）、南港北

（同：1998年）、釜口（同：1998年）
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■ 温室効果ガス排出量の削減 

 

当空港の事業活動により排出される CO２は、2015 年度は 52.6 万トンとなっています。昨年度より、約 8.5％

増加していますが、航空機発着回数あたりの CO２排出量は減少しています。これは航空機の発着回数が増加

していることと、小型機の割合が増加しているためと考えられます。また、空港管理者が管理する空港施設

や事業者が管理する空港施設からの CO2 排出量については、省エネルギー等の効果もあり減少もしくは横ば
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「スマート愛ランド推進計画」では、地球環境も視野において、固定動力施設（GPU）の利用促進やアイド

リングストップなど(15 ページ参照)、地球温暖化防止に向けた取り組みを行うこととしており、今後もこれ

まで以上に進めていきます。 
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ールフランス

ット（冷暖房空気）

力）
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GPU（空調）
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GPU利用
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クスプレス（

APU
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利
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用率

給回数（便）の
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駐機時間の短いエ
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ラインに限り

（50 音順） 

関西国際空港
利用による削
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Ｕ利用による削

よる CO2排出量
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場合の CO2 排出量
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■ アイド

アイドリン

間にスマー

実施していま

また、当社

ための「自動

阪府に毎年報

ドリングス

グストップ

ト愛ランド推

す(2015年度

は、自動車N

車使用管理計

報告しています

ストップ等

の徹底を図る

推進協議会が

度は6月9日に

NOx・PM法に

計画書」を作

す。 

 

アイドリ

等の徹底

るため、駐車

が、空港に来

に実施)。 

による特定事

作成し、車両

リングストップ
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車場に看板や

来島した車両

事業者として

両走行量の削

プへの協力を

やポスターを

両や旅客にア

、自動車か

削減などの実

を呼びかける活

を設置すると

アイドリング

ら排出される

実施状況につ

活動を実施 

とともに、毎

グストップキ

るNOxおよび

ついて自主管

毎年6月の環境
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■ エコカ

車両更新時等

島内事業者

を受けた車両

0.7％)。 

●水素燃料電

水素は燃焼

ています。関西

して、また、

トルバスとし

また、「環境

電池自動車（

2016年1月に

しました。国

燃料電池自動

港内の循環バ

大規

水素

 

関西国際
での使用

うち エ

エコカーの状

（注）超

1)ガソ

［排出

［燃費

 

ーの導入

等に順次、エ

の方々にも

のうち、エ

電池自動車等

焼しても水しか

西空港では2

2012年10月か

て実証試験

境先進空港」

FCV）である

には、水素グ

内の空港に導

車（FCV）へ

バスとして運行

規模水素ステー

素燃料電池自

際空港制限区
用承認車数 

エコカー車両 

状況 (２０１６年

超低燃費車とは次

ソリン車 

出ガス基準］平成

費基準］平成 27
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エコカー(EV､

、エコカーへ

コカーは378

の実証試験 

か発生しない

2007年5月に

から2014年3

を行いました

」をめざし、

るトヨタMIRA

グリッドプロ

導入される商

への水素充て

行される燃料

ーション（２期

自動車（トヨタＭ

区域 1,8

 378 台 

年３月現在) 

次の排出ガス基準

 

成 17 年基準 75％

年基準達成以上

FCV､CNG､HV､

への転換を働
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水素ステー
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PHV､超低燃費
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置しており、
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に対応できる
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水素
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ハイ
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素燃料電池自
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速充電器（

ル駐車場内

展望ホールの
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量
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排

新

ム
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地

庫

と

燃

台

 

●アジアの空

2期滑走路の

に太陽光パネ

に、続いて

ーラーが運用

2016 年 3 月

が運用を開始

用する総電力

量を予定して

495 万 kWh

排出が削減さ

新設した医薬

ム（太陽光パ

ンの CO2排出が

●アジアの空

2014年5月2

た「燃料電池

地区において

庫（KIX-Medic

ともに約3分

燃料自動車「

台が新たに加

小

実証運

空港で最大級

の南側誘導路

ルを設置し

2015 年 9 月

を開始しま

月には国内貨

し、これらの

量の約 9％

おります。

（2015 年度）

れました。

品専用共同定

パネル 358 枚

が削減されま

空港初燃料電

0日に「水素

池フォークリ

アジアの空港

ca）で実証運

分の充填時間

MIRAI」と同

わり、ANA、

小形風力発電

運用開始式典

の太陽光発電

路拡張予定地

た「KIX メガ

月より国際貨

した。 

貨物地区の南

のクリーン発

（一般家庭約

なお、2016

）で、これに

また、国際貨

定温庫の屋根

）を導入しま

ました。 

 

池フォーク

素グリッドプ

フトの実用化

港では初とな

運用を開始し

間や充電、電

同じ燃料電池

JAL両グルー

 

電機 

典の様子 

電システム

地沿いの土地

ガソーラー」

貨物地区でも

南海バス上屋

発電により、

約 2,300 世帯

年 3 月まで

により約 7,4

貨物地区に

根に、太陽光

ました。201

●

リト・水素イ

プロジェクト

化と最適水素

なる燃料電池

しました。従

電池交換がな

池セルを搭載

ープが貨物の
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「KIX メガソ

地と貨物上屋

」が 2014 年

も新たにメガ

屋で太陽光発

関西空港で

帯）相当の発

での発電量は

417 トンの

2010 年 9 月

光発電システ

15 年度の年

●風力発電の

 2013 年度

太陽光パネ

年度は年間

 また、20

として、スマ

級）の小形

月には新た

2015 年度実

は、そらぱ

インフラ実証

ト」を本格的

素インフラ整

池フォークリ

従来のフォー

ないため作業

載した実用化

の運搬に使用

水

ソーラー」の

屋等

年 2

ガソ

発電

で使

発電

は約

CO2

月に

テ 

間発電量は約

の導入 

度から KIX そ

ルを電源とす

約 150kWh を

14 年 9 月に

マート愛ラン

風力発電機

に小形風力発

実績で約 2,7

ーく内の街路

証運用開始

に始動し、

整備の開発・

リフトの実証

ークリフトに

業効率が大幅

化モデル試作

用しています

水素燃料電池

の導入 

約 4.8 万 kW

そらぱーくの

する街路灯 3

を発電し、省

には、国内空

ンド構想のシ

1 基の実証運

発電機（5kw 級

60kW を発電

路灯で利用し

2015年2月に

実証事業」

証運用を、ま

比べCO2排出

に向上します

車両となる燃

す。 

KIX メガソ

フォークリフト

Wh で、これに

の照明に小形

3基を設置し

省エネに貢献

空港では初の

シンボルタワ

運用を開始

級）2基も運

電しました。

しています。

には、環境省

の一環とし

また、医薬品

出量削減効果

す。また、2

燃料電池フォ

ソーラー 

ト 

により約 24

形風力発電機

しました。20

献しました。
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ーとなる（5

し、2015 年

運用を開始し

発電した電
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品専用共同定
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ォークリフト

ト

と
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空港島内で発生する廃棄物の適正処理を行い、廃棄物の資源化・減量化を推進しています。 

また、中水の活用により、水資源の有効利用を促進しています。 
 

■ 廃棄物の削減・リサイクル 

 

関西国際空港から排出されるごみ（一

般廃棄物）は、航空機内、機内食工場、

旅客ターミナルビルなどから発生するも

のを中心に、年間1万トンを超える量にな

っていました。当社では、一般廃棄物の

減量・リサイクルを推進するため、「廃

棄物処理施設利用規程」を設けて一般廃

棄物の分別をルール化し、空港内事業者

へ分別を働きかけています。その結果、2015年度の空港内の排出量は年間10.4千トンと、昨年度と比べると

やや増加しておりますが、旅客一人当たりの排出量は減少しており、一般廃棄物のリサイクル率は13.2%（前

年度比1.7％上昇）となりました。 

また、産業廃棄物については、適正処理及び発生抑制・リサイクルに取り組むよう、空港内事業者に呼び

かけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】資源循環型の空港に向けた取り組み 

●島内事業者の廃棄物減量化の取り組み 

〔国内航空会社〕 
関西国際空港では、機内から取り卸すごみが一般廃棄物全体の約２割を占めます。分別回収と減量化の努力

により排出量の削減を図っていく必要があり、日本航空や全日空では、客室部門での機内ごみの分別回収に取

り組んでいます。 
機内新聞紙についても、同様に分別回収をしています。 
航空貨物については、貨物が濡れるのを防ぐなどの理由で大量の梱包材（ビニール）が利用されていますが、

これらを廃棄せずにリサイクルする取り組みを行っています。 
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■上水供給

2015年度

空港島で

2015年度は
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植栽への散水

され、リサイ

 

植

浄化センタ

2 80.5 74.9
67.8

5 

6.3 
5.6 

4.7 

1 2012 2013 2014

りの供給量
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回数当たり4

水に中水を利

イクル率は6

植栽への散水

ー

中水供給量

57.2 万 m3

水の

69.5

4.1 

0

2

4

6

8

10

12

2015

（m3/回）

0

30

60

90

120

4.1m３）とな

用している

66.1%（前年

量 

の循環 

47.7 
54.0 54.

44.3 
47.2 

50.

0

0

0

0

0

2003 2004 200

（万m3） 中

なりました。

ほか、路面清

度比7.3％上

※リサイ

路面の清

排水処

上

.0 57.6 
50.5 

41.5

.7 

57.4 

50.4 
47.1

05 2006 2007 2008

（年

水供給量と水

 

清掃にも利用

上昇）となっ

イクル率＝中水

 
清掃 

上

69

処理量 86.5

(2015

上水の使用 

5 
33.7 

40.3 40.7 4

 
43.8 

53.2 54.2 

8 2009 2010 2011 2

年度）

水のリサイクル率

【中水供給

【リサイクル率】

用しています

っています。

水供給量／排水量

水供給量 

.5 万 m3 

5 万 m3 

5 年度) 

40.1 43.1 
47.7 

57

52.7 
56.0 

58.8 

66

2012 2013 2014 20

率

給量】

す。

 

 

 

 

量 

7.2 

6.1 

0
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015

（％）



 

 

て

着

夫

再

 

■

 

（

種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４

大阪湾にお

ています。２

着生用ブロッ

夫を積極的に

また、記念

再生と保護に

■ 藻場・海

１期空港島

（２期造成用

種苗供給を行

 

】生物多

2 期空港

(注)成

(ｽ

的

おける海域生

２期空港島造

ックを設置し

に展開し、１

念植樹やフラ

にも取り組ん

海浜植物

護岸部のモ

に開発）を、

い藻場の早期

多様性に

港島におけるワカ

成熟した大型海藻

ﾎﾟｱﾊﾞｯｸﾞ)を海

に胞子を供給さ

生物の生息環

造成事業にお

して海藻付着

１期空港島で

ラワースポッ

んでいます。

の保護育

ニタリング調

、合計3,200

期造成に努め

 

に配慮し

メの分布状況(3

藻を入れたネッ

海中に投下し、積

させる取り組み

環境の創出に

おいて２期空

着環境の向上

では約７年、

ットの拡大を

 

育成 

調査結果など

0個設置し、そ

めました。

た空港に

月) 

ット袋

積極

み。 
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に貢献するた

空港島護岸の

上を図ると

、２期空港島

を実施するな

どを踏まえ、

その周辺にシ

に向けた

藻

ため藻場づ

の大部分に

ともに、海

島は約３年

など島内緑化

２期空港島

シダモク、カ

た取り組み

※2012 年度よ

藻場の生育状

くりを進め

採用された

藻類の種付

で藻場形成

化を推進す

護岸部5箇所

カジメなどの

また、20

護岸上のカ

ック18基を

に分けて移

場として安

した。 

これらの

２期空港島

2016年3月調

おり、ワカ

りです。 

み 

より藻場着生調

状況 

め、モニタリ

た緩傾斜石積

付けをするな

成を行いまし

るとともに

所に海藻類着

のスポアバッ

002年３月に

カジメが繁茂

を２期空港島

移設すること

安定した種苗

の藻場事業の

島周辺の海藻

調査では約5

カメの分布状

調査は 3 年に 1

リングを実施

積護岸に海藻

などの様々な

した。 

、海浜植物

着生用ブロッ

ッグなどによ

には１期空港

茂した藻礁ブ

島護岸上６箇

とにより、核

苗供給を行い

の結果、１期

藻着生総面積

53haとなって

状況は図のと

1 回実施 

施し

藻類

な工

の

ク

る

港島

ブロ

箇所

核藻

いま

・

積は、

て

お



 

■

 

●

 

ア

1

で

の

区

ス

を

の

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●

ル

 

■ 島内緑

●フラワース

空港島内の

ア、百日草、パ

11月には、タ

で、スマート

の花苗を植え

区の一画にハ

スポットを新

を植え付けま

の空間の創造

に取り組んで

●海浜植物の

２期空港島

ルガオ、ハマ

 

緑化事業 

スポットの整

の各所にフラ

パンジーなど

ターミナル２

ト愛ランド推

え付けました

ハイブリッド

新たに設け、

ました。空港

造を目指し、

でいます。 

再生と保護 

では、大阪湾

ゴウ等のエ

ハマ

整備等 

ラワースポッ

ど季節の花を

２への道沿の

推進協議会に

た。また、８

ド風力発電を

トレニア、

港島内の景観

フラワース

湾周辺の海浜

リアを設けて

 

マナデシコ 

ットを整備し

を植え付けて

の「KIXそらぱ

て金魚草とス

月には、国際

を整備したフ

金魚草など季

保全と憩い

スポットの整

浜植物の再生

ています。
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し、トレニ

ています。

ぱーく」

ストック

際貨物地

フラワー

季節の花

と安らぎ

整備・拡大

生と保護を目目的として、ハマナデシ

ハマ

シコ、ハマボ

マボッス 

ボッス、ハマヒ



 

■

 

●

 

「

ら

空

に

キ

面

日

頂

て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 景観事

●本格的緑化

第2ターミナ

「KIXそらぱー

お弁当を食

空港の刈り草

に面する緑地

キングコース

面では毎年「K

本だけでな

頂き、国際空

ています。 

 

事業 

公園「KIXそ

ナルに隣接す

ーく」は、離

食べたりでき

を循環利用

地に桜並木の

が併設され

KIXドラゴン

く世界各国か

港を舞台に熱

そらぱーく」

する大規模な

離着陸する航

る芝生公園や

したKIXそら

あるジョギン

ています。ま

ボート大会」

から多くのチ

熱い戦いが繰

 

 

な緑化公園

空機を見なが

や、大阪国際

ら農園、内水面

ング・ウォー

また、内部水

」が開催され

チームに参加

繰り広げられ
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が

際

面

ー

水

れ、

加

れ

●「ごみ

5月30

活動が行

13日をご

ド推進協

ただき、

島内の清

みゼロ」 清

日は語呂合わ

行われていま

ごみゼロキャ

協議会メンバ

アイドリン

清掃活動を行

清掃活動の取

わせで「ごみ

ます。関西国

ャンペーン期

バーの10者以

ングストップ

行いました。

取り組み 

みゼロの日」

国際空港でも

期間とし、ス

以上の事業者

プキャンペー

 

として、清

も5月30日～6

スマート愛ラ

者のご協力を

ーンに引き続

清掃

月

ン

い

続き



 

 

 

イ

空

い

ホ

ニ
 

■

 

関

を

「

供

を

や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■

 

〔

策

士

に

析

【５

地域の人々

イベントを企

空見学会を実

います。 

環境情報に

ホールにある

ニケーション

■ 環境情

関西国際空港

を設け、空港運

「ＣＳＲ報告

供を行ってい

太陽光発電

をターミナル

やCO2 削減量、

■ 環境学

〔環境センタ

2011年7月に

策について紹

士」クイズシ

にしています

その他、騒音

析をしている

】地域と

々との交流を

企画・誘致し

実施して、関

については、

る関西国際空

ンを図ってい

情報の発信

港事業に関す

運用に関する

告書」などで環

ます。 

電施設（KIX メ

ルビル内、展望

、現在の日射

習等の提

ー〕 

に展示物をリ

介しています

ステムを導入

。 

音の実音体験

状況を公開

と共生し

環境

を深める取り

し、多くの方

関西国際空港

ホームペー

空港環境セン

います。今後

信 

る環境情報は

る環境監視結

環境情報を公

メガソーラー

望ホールの一

射強度等をご

提供 

リニューアル

す。また、2

入し、楽しみ

験ができるほ

しています。

した空港

境情報の見える

り組みに協力

方に空港島に

港を身近に感

ージに環境情

ンターでは、

後とも分かり

は、ホームペ

結果などの情

公開するとと

ー）の発電状

一般エリアに

ご覧いただけ

ルし、展示パ

2012年4月に

みながらECO

ほか、第三者

。 

に向けた
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る化 

力するとと

に来ていただ

感じていただ

情報のページ

、様々な環境

りやすい情報

ページに環境

情報およびウ

ともに、環境

状況等を表示

に設置し、今

けます。 

パネルで環境

には「KIXeco

Oが学べるよ

者機関が騒音

た取り組

もに、当社と

だきました。

だけるよう空

ジを設け、情

境情報を提供

報公開に努

境情報のペー

ウェブサイト

境センターで

示するモニタ

今までの発電

境対

o博

う

音分

組み 

としても空港

。また、200

空港の様々な

情報公開を

供するなど

めます。 

ジ

や

提

ー

量

当社ウ

当社ウ

港島の賑わ

02年度から

な仕事の内容

しています

、地域の人

ウェブサイト

ェブサイト

いを創出す

出張授業・

容を紹介し

。また、展

々とのコミ

ト「環境情報

「CSR レポー

る

関

て

望

ュ

」

ト」 



 

■

 

●

中

池

え

水

キ

電

 

●

 

駅

面

ー

い

 

●

さ

展

グ

効

 

 

■ 地域社

●「サイエン

「水素エネ

中・高学年を

池～」を開催

えやすいこと

水素を取り出

キットを用い

電池車両の仕

●ＫＩＸエアポー

スマート愛ラ

駅伝&RUN が開

面緑地公園特

ーが気持ちよく

いただきました

●エコプロダ

12 月 10 日か

れたエコプ

展し、関西国

グリッドプロ

効利用につい

 

社会との対

ス教室」 

ルギー」を

対象とした体

しました。前

を理解して頂

し、その水素

た実験を、後

組みの解説

ート駅伝＆ＲＵ

ランドフェステ

開催されまし

特設コースを

く走りました。

た。 

ダクツ 2015 へ

から 3 日間

プロダクツ 20

際空港のス

ジェクト、大

て環境への取

対話 

テーマに楽

体験型教室

前半の岩谷産

頂くための燃

素と酸素を結

後半のトヨタ

、模型工作及

 

ＵＮ 

ティバルにおい

た。KIX メガソ

KIX、ITM の

1 チーム 6 名

への出展  

、東京ビック

015 に空港ブ

マート愛ラン

大阪国際空港

取組を展示

しくエコにつ

「KIXサイエ

産業（株）に

燃料実演と水

結合させるこ

タ自動車（株

及び走行実験

いて、11 月 28

ソーラーを折

空港内事業者

名による計 53

     

クサイトで開

ブースとして

ンド構想や水

港の刈り草の

しました。
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ついて学んで

エンス教室～

による授業で

水を電気分解

ことで電気を

株）による授

験を行いまし

●地元小学

小学校高

ために、出

18校で991

また、大

用したエコ

生たちに環

月にじゃが

開催しまし

8 日（土）に K

り返し地点と

者より応募の

3 チーム（318

  ●平

開催

て出

水素

の有

関

に関

進計

成 2

彰し

表彰

お客

で頂く小学生

水素・燃料

では、水素は

解することで

取り出す工

授業では、燃

した。 

学校へ出張授

高学年を対象

張授業・関空

名の生徒を対

阪国際空港で

農園「ＫＩＸそ

環境について楽

がいも収穫祭、

た。 

KIX エアポー

とした 2 期内水

のあったランナ

8 名）にご参加

平成 27 年度地

関西国際空港

関する先進的

計画」が、2

27 年度地球

しました。ま

彰活動プレゼ

客様へご報告

生

電

燃

で

作

料

授業やKIXそら

象に、関空や飛

空見学会を実

対象に実施し

で作られた肥

ら農園」に地

楽しく学習して

、10月に落花

ト

水

ナ

加

地球温暖化防

港での省エネ

的な取組を含

015 年 12 月

温暖化防止活

また、エコプ

ゼンテーショ

告いたしまし

ら農園を活用

飛行機のこと

実施しています

しました。 

肥料（伊丹空港

地元小学生を招

てもらうことを

花生・サツマイ

防止活動環境

ネやクリーン

含む「スマー

2日に空港

活動環境大臣

プロダクツで

ョンブースで

した。

用した環境学習

とを知ってもら

す。2015年度

港２号）を活

招待し、小学

を目的に、6

イモ収穫祭を

大臣表彰受彰

ンエネルギー

ート愛ランド

で初めて「平

臣表彰」を受

では、環境大

で来場された

習 

らう

度は

学

彰 

ー

ド推

平

受

大臣

た



 

■

 

●関

ポ

境

す

ン

栽

～

更

す

パ

ギ

た

●

実

を

ー

 

■ 空港関

関西国際空港

関西国際空

ポート(株)と

境保全・創造等

す。48事業者の

ンペーンやご

栽、好事例報

～小さな行動

更なるCO2排出

す。 

2016年2月に

パーリユース

ギーの利用と

た、当社の環

 

 

●アジアから

2016年3月に

実施する研修

を迎え、関西国

ーの見学会を

 

連事業者

港スマート愛

港スマート

関西国際空港

等を推進する

の会員ととも

ごみゼロキャ

報告会等を実施

から大きな成

出量削減に向

に実施した好

システムLo

安全につい

環境への取組み

の研修生の

に（一財）海

修コースを受

国際空港での

実施しまし

者との連携

愛ランド推進

愛ランド推進

港の各事業者

ることを目的

もに、アイド

ンペーン、フ

施しています

成果へ～」を

向けた取り組

好事例報告会

ops（東芝テ

て（水素供

みに加え、協

受け入れ 

海外産業人材

受講している

の環境の取組

た。 

 

携 

進協議会での

進協議会は、

者等が力を合

的に設置され

ドリングスト

フラワースポ

す。「ECO AC

をスローガン

組みをめざし

会では、先進

テック㈱)」、

給・利用技術

協議会会員の

●

た

際

デ

議

月

ら

材育成協会（

るアジアから

組み紹介や浄
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の取り組み 

、関西エア

合わせ、環

れた組織で

トップキャ

ポットの植

CTION KIX

ンに掲げ、

していきま

進的な取り組

「環境対応車

術研究組合）

の取組みを共

 

●主要空港環

空港が抱え

ため、2007年

際空港㈱の３

ディング㈱の

議」を発足さ

月に会議を開

らのCO2排出量

 

（HIDA）が

らの研修生

浄化センタ

みを実践され

車の取組み

）」について

共有しました

環境連絡会議

えるさまざま

年9月、関西国

３社に、日本

の２社を加え

させました。

開催し、GPUの

量の算定方法

れている企業

（日野自動車

て事例報告を

た。 

議の開催 

まな共通課題

国際空港㈱、

本空港ビルデ

えた５社によ

第15回主要

の利用状況に

法などについ

業の取組みと

車㈱）」及び

をしていただ

題にともに取

成田国際空

デング㈱、北

よる「主要空

要空港連絡会

についての課

いて意見交換

として、「ペ

び「水素エネ

だきました。

取り組んでい

空港㈱、中部

北海道空港ビ

空港環境連絡

会議を2015年

課題や航空機

換をしました

ー

ル

ま

いく

部国

ビル

絡会

年4

機か

た。 
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当社の関西国際空港の事務活動による環境負荷低減活動を推進するため、電気、水道、熱などの使用量の

削減に努めています。 

2015年度は、電気、温熱、冷熱、水道、ガソリン・軽油、ＯＡ用紙の各使用量及びごみの削減といった全

ての項目において、2006年度に比べ削減しました。 

関空全体では、紙の使用量を大きく削減する「ペーパーダイエットチャレンジ」活動に取り組みました。

その結果、2015年度の使用実績は672万枚となり、活動前（940万枚、2008年度）と比較し、29%（268万枚）

もの削減を達成しました。 

また、2010 年 2 月に「グリーン購入に関するガイドライン」を制定しグリーン購入に努めています。 

 

※各項 2006 年度比 

(1)電気使用量の削減 225 万 kwh(44.6％)削減  (2)温熱使用量の削減 2,101GJ(43.7％)削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)冷熱使用量の削減 5,571GJ(42.4％)削減  (4)水道使用量の削減 3,370m3（31.3%）削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．空港管理者におけるオフィス環境管理の推進 
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集計区分 コスト(百万円) 
 
事業エリア内 
コスト 

公害防止  2,048 (2,058)
省エネルギー・節水関連 321 (447)
一般廃棄物処理・処分 1,864 (1,405)
小計 4,233 (3,910)

 
管理活動コスト

環境に関する社会貢献 20 (12)
環境調査 116 (116)
小計 136 (128)

環境保全コスト合計 4,370 (4,038)

()内は 2014 年度 

環境保全効果 

 環境負荷抑制量 金額換算 

浄化センター T-N: 77.32 ﾄﾝ   6 百万円 
(T-N: 77.13 ﾄﾝ) (6 百万円) 

クリーンセンター NOx: 34.27 ﾄﾝ   6 百万円 
(NOx: 34.60 ﾄﾝ)  (6 百万円) 

()内は 2014 年度 

環境保全対策に伴う節約効果（便益） 

1 中水利用による上水使用量の削減          ： 241 百万円 
2 独自の下水処理による公共下水道放流料金の削減   ： 270 百万円 
3 独自のごみ焼却処理による陸域のごみ焼却経費の削減： 287 百万円 
4 省エネ効果による経費の削減            ：  22 百万円 

合計  820 百万円 

 

 

●環境会計の試み 

当社では、環境保全対策に要したコストとその効果を評価して環境保全対策をより効率的、効果的なものとす

るために2002年度より環境会計の導入を試みています。 

環境保全コストとしてもっとも大きいものは、航空機騒音の影響を軽減するため泉州沖 5km の海上に空港島を

造成したコストですが、騒音の軽減を定量的に環境保全効果として数量化する方法が確立していないため、ここ

では、手法が確立している排水処理とごみ処理などを対象としました。 

 

 

 

 

 

 

 

2015年度の集計結果は、環境保全コストが43

億7000万円となり、昨年度に比べて3億3200万

円増加しました。 

環境保全効果（物量効果）については、浄化

センターによる保全効果は大阪湾への水質汚

濁負荷低減の観点から代表項目のT-Nで、クリ

ーンセンターによる保全効果は大気汚染のう

ち、ごみ焼却によるNOxで代表させて、法規制

水準と排出負荷量との差による環境負荷抑制

量により算出し、LIMEにおける統合化係数※の

使用による金額換算を試み、環境保全効果（物

量効果）は13百万円と推計されました。 

さらに、環境保全対策に伴う経費の節約効果

などを算定しましたところ、820百万円と推計

されました。 

 

※複数の環境指標による環境保全効果を統合して評価す

る手法 

 

 

 

●環境監視調査費の累計 

航空機騒音、飛行経路・高度、大気

質、水質・底質・海域生物等の環境監

視調査費用は、観測施設等の整備・更

新費用を含め開港から2015度までに約

88億円を費やしております。 

 

集計の方法 

◆集計の対象          空港管理者 
◆集計の期間          2015 年 4 月 1日から 2016 年 3 月 31 日 
◆環境保全コストの項目の分類  環境会計ガイドライン 2005 年版(環境省)を基本に、本社の特色を考慮して設定した。 
◆環境保全コストの内容     ・事業エリア内コスト：浄化センターおよびクリーンセンター関連用地費、施設設備費、

維持費並びに省エネ・節水関連施設整備費、維持管理費 
               ・管理活動コスト：環境に関する社会貢献費、環境調査費 

※端数処理により合計が合わない場合があります 

※端数処理により合計が合わない場合があります 
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2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

空港管理者が管理する一次エネルギー

電気使用量 (MWh) 116,404 115,577 113,079 114,743 110,000 106,740 104,717 102,270 102,872 104,801 104,098 102,774 504 MWh (0.5%) 増加  

冷熱使用量 (GJ) 289,243 274,901 261,073 267,063 270,467 246,420 257,685 249,918 246,304 246,745 228,966 237,318 12,600 GJ (5.0%) 減少

温熱使用量 (GJ) 145,967 157,774 144,850 151,919 140,386 142,484 151,056 161,025 162,491 157,141 155,856 143,704 17,321 GJ (10.8%) 減少

ガス使用量 (m3) 139,110 151,495 147,364 142,277 131,792 127,824 125,902 111,204 108,591 120,932 277,213 256,793 145,589 m3 (130.9%) 増加

原油換算値 (ｋl) 45,374 45,087 43,501 44,381 42,877 41,250 41,424 40,855 40,931 40,503 39,823 39,340 1,515 ｋl (3.7%) 減少

関西国際空港全体における温室効果ガスの排出量

二酸化炭素（CO2) (万ﾄﾝ-CO2) － － 54.4 57.1 52.6 41.1 41.2 42.7 45.2 46.4 48.5 52.6 9.9 万ﾄﾝ-CO2 (23.2%) 増加

　（航空機発着回数あたり） (ﾄﾝ-CO2) － － 4.65 4.40 4.07 3.79 3.86 3.96 3.51 3.48 3.35 3.11 0.85 ﾄﾝ-CO2 (21.5%) 減少

メタン (ﾄﾝ-CO2) － － 361 406 424 357 351 354 420 435 472 655 301 ﾄﾝ-CO2 (85.0%) 増加

N2O (ﾄﾝ-CO2) － － 2,840 2,963 2,892 2,540 2,431 2,431 2,800 2,921 3,137 3,451 1020 ﾄﾝ-CO2 (42.0%) 増加

                 計 (万ﾄﾝ-CO2) － － 54.8 57.4 52.9 41.4 41.5 43.0 45.5 46.7 48.9 53.0 10 万ﾄﾝ-CO2 (23.3%) 増加

　（航空機発着回数あたり） (ﾄﾝ-CO2) － － 4.68 4.42 4.09 3.81 3.88 3.99 3.54 3.50 3.37 3.13 0.86 ﾄﾝ-CO2 (21.6%) 減少

大気汚染、水質汚濁に係る濃度・水質

ダイオキシン類 (ng-TEQ/Nm3) 0.090 0.048 0.20 0.00061 0.070 0.00097 0.19 0.04 0.00685 0.00905 0.00801 0.00307

窒素酸化物（Nox) (ppm) 32 28 39 33 34 46 37 45 32 42 30 34

ばいじん (g/Nm3) 0.002 * * * * * * * * * * *

ＣＯＤ (mg/L) 9.4 9.6 8.1 10.8 9.6 9.2 12.5 8.6 9.2 10.3 9.0 8.9

Ｔ－Ｎ (mg/L) 1.4 2.3 1.9 3.5 1.7 2.4 3.9 3.7 5.1 6.0 5.6 5.8

Ｔ－Ｐ (mg/L) 0.12 0.084 0.084 0.19 0.15 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

廃棄物の排出量

一般廃棄物の総排出量 (ﾄﾝ) 11,891 12,058 12,327 11,962 9,945 8,337 7,902 7,918 8,340 8,793 9,294 10,359 2,441 ﾄﾝ (30.8%) 増加

一般廃棄物最終処分量 (ﾄﾝ) 1,561 1,557 1,580 1,480 1,264 1,091 1,092 1,019 994 910 965 992 27 ﾄﾝ (2.6%) 減少

リサイクル量 (ﾄﾝ) 866 980 1,042 1,087 973 850 899 876 978 967 1,073 1,364 488 ﾄﾝ (55.7%) 増加

水資源

上水量 (千m3) 1,056 1,039 1,020 1,049 964 828 849 812 805 749 678 695 117 千m3 (14.4%) 減少 空港島内供給量

中水量 (千m3) 540 540 576 505 415 337 403 407 401 431 477 572 165 千m3 (40.5%) 増加

排水処理量 (千m3) 1,150 1,066 1,003 1,002 882 769 758 750 761 769 811 865 115 千m3 (15.3%) 増加

排水放流量 (千m3) 563 475 389 438 392 365 315 315 329 322 311 264 51 千m3 (16.2%) 減少

事業規模を示す参考値

航空機発着回数 (万回) 10.3 11.3 11.7 13.0 12.9 10.9 10.7 10.8 12.9 13.3 14.5 16.9

航空旅客数 (万人) 1,534.1 1,642.8 1,669.0 1,669.5 1,533.3 1,351.6 1,418.1 1,386.3 1,680.4 1,812.6 2,004.6 2,405.7

貨物取扱量 (万ﾄﾝ) 85.6 84.3 80.2 84.7 72.6 63.4 75.0 71.2 68.7 67.1 74.1 70.0

*定量下限値未満

項　目 単　位
当　　該　　年　　度

集計範囲

・航空機からの排出量は、ICAOが規

定するLTO(Landing and Take-off高

度3,000ﾌｨｰﾄと地上間における着陸

から離陸までの航空機の動き)ｻｲｸﾙ

を空港分として算入。

・車両からの排出量は、制限区域内

車両を対象とし、空港を出入りする

電車、船舶、通行車両を除く。

基準年度（2011年）比

－
クリーンセンターからの

排ガス濃度
－

－

－
浄化センターからの

放流水質
－

－

クリーンセンターでの

処理量

浄化センターでの

取扱量

－

関西国際空港運営概況－

－

【２】環境パフォーマンスデータ 
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年 月 記  載  事  項 
1968 4 運輸省、新空港の設置に向けた基本調査を開始 

1971 
10 運輸大臣、航空審議会に「関西国際空港の規模及び位置」を諮問 

11 運輸省、騒音調査飛行を３候補地（泉州、神戸、明石）で実施 

1972 8 航空審議会関西国際空港部会、地元意見を聴取 

1973 8 運輸省、３候補地で航空機による大気汚染調査を実施 

1974 8 航空審議会、運輸大臣に「規模及び位置（泉州沖が最適）」を答申（第 1 次答申） 

1975 9 運輸省、地元説明会を開催 

1976 9 運輸省「調査の実施方針」を公表 

1977 10 海上観測施設完成 

1978 
2 運輸省、騒音・振動及び大気汚染調査実施計画を発表、現地調査開始 

3 運輸省、候補地周辺でボーリング調査開始 

1979 5 運輸省、実機飛行調査実施 

1981 5 運輸省、３点セット（「空港計画案」「環境影響評価案」「地域整備の考え方」）提示 

1983 12 運輸省、泉州沖で地盤改良実験開始 

1984 10 関西国際空港株式会社設立 

1986 

2 関西国際空港環境監視機構（大阪府知事、泉州８市５町（現９市４町）の首長で構成）が発足 

6 「環境影響評価書」を大阪府知事に提出 

12 「環境監視計画」を策定、環境監視を開始 

1987 
1 1 期事業の公有水面埋立免許取得 1 期工事着手 

6 空港連絡橋工事着手・関西国際空港総合環境センター開所 

1989 6 1 期空港島護岸完成 

1994 

1 1 期空港島全工区竣工 

3 「関西国際空港の設置・運用に係る環境監視計画」を策定 

7 関西国際空港環境センター開所 

9 関西国際空港の開港（４日）・航空機騒音及び低周波空気振動の測定開始 

1995 8 航空審議会、「第７次空港整備５カ年計画の基本的考え方（中間とりまとめ）」を発表 

1996 6 関西国際空港用地造成株式会社設立・運輸大臣、指定造成事業者に指定 

1997 6 運輸省、「関西国際空港の飛行経路問題に係わる総合的な取り組みについて」を提示 

1998 
10 「２期事業に係る環境影響評価書」を提出 

12 新飛行経路導入、航空機騒音等の環境監視計画の見直しと監視強化 

1999 

6 「２期事業の実施に伴う環境監視計画」を策定 

7 ２期事業の公有水面埋立免許取得（２期工事着工１４日）・汚濁防止膜を設置 

11 関西国際空港開港 5 周年記念国際シンポジウム開催 

12 関西国際空港用地造成（株）が環境マネージメントシステム（ISO14001）を認証取得 

2001 

1 関西国際空港（株）、環境管理委員会を設置 

4 世界初の海上空港として、米国土木学会から「モニュメント・オブ・ザ・ミレニアム」を受賞 

6 関西国際空港（株）、「関西国際空港環境管理計画（エコ愛ランド・プラン）」を策定 

9 2 期空港島護岸に海藻類着生用ブロックの据付を開始 

11 国際空港シンポジウム 2001 開催・２期空港島護岸が概成 

2002 

10 関西国際空港（株）、廃棄物処理施設利用規定を制定 

12 関西国際空港（株）、省エネルギー委員会を設置 

12 関西国際空港（株）、「エコ愛ランドレポート 2002」を初めて公表 

2003 12 関西国際空港（株）、関西空港 CS 向上協議会を設立 

2004 
9 国際空港シンポジウム 2004 開催 

12 関西国際空港（株）、関西国際空港用地造成（株）、「エコプロダクツ 2004」に初めて出展 

2005 7 関西国際空港環境センターを関空展望ホールに移転 

2006 8 「関西国際空港・りんくうタウン地域」が CNG 車普及促進モデル事業実施地域に指定 

2007 
1 

関西国際空港（株）、「情報システムを利用した効率的な旅客ターミナルビルの空調について」が平成１８年度省エネル

ギー優秀事例全国大会で「経済産業大臣賞」受賞 

5 関西国際空港に JHFC 水素ステーションを開所 

2008 

3 関西国際空港エコ愛ランド推進協議会発足 

3 関西国際空港エコ愛ランド推進計画策定 

4 空港連絡鉄道の橋梁防風柵完成 連絡橋低位置プロビーム照明運用開始 

5 関空環境展「エコ愛ランド KIX」開催 

6 第１回アイドリングストップキャンペーンを実施 

2005 7 関西国際空港エコ愛ランド推進協議会第 1 回環境取組事例報告会開催 

2006 10 関西国際空港エコ愛ランド推進協議会エコ愛ランド見学会実施 

2009 
7 トラック GPU の本格運用開始 

11 「サイエンス教室 in かんくう」を開催 

2010 
1 APU の使用制限の一部変更（出発前の APU の使用時間を 30 分から 15 分に短縮） 

9 医薬品専用共同定温庫に太陽光発電システムを導入 

2011 

1 関西国際空港で IATA 環境スタンド（Environment Stand）展示を実施 

3 関西国際空港に EV 用急速充電器を設置 

7 完全地上デジタル放送化に伴い、航空機の電波障害対策を終了 

9 業務用連絡車として、ＥＶ（電気自動車）を導入（年度末までに２台） 

８．環境年表 
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年 月 記  載  事  項 

2012 

4 
新関西国際空港(株)設立 

環境センターにて、「ＫＩＸｅｃｏ博士」クイズを開始 

5 ＡＣＩグリーンエアポート表彰制度にて、審査員特別賞を受賞 

6 2 期空港島のほぼ全域で竣工し、関西国際空港用地造成(株)による用地造成事業が終了 

7 関西国際空港と大阪国際空港が経営統合 

8 藻場育成の取り組みに対して、おおさか環境賞の準大賞を受賞 

10 第 2 ターミナル、KIX そらぱーくオープン。水素燃料電池バスの実証実験を開始 

11 2 期連絡誘導路沿いにオリーブ記念植樹、KIX メガソーラー実施事業者決定 

12 エコプロダクツ 2012 に出展、立体駐車場に EV 用普通充電器を 4 基設置 

2013 

2 関西イノベーション国際戦略総合特区の拡大（グリーンイノベーション） 

3 スマートエコ・ロジ協議会が、国際貨物地区で大型 CNG トラック 20 台の出発式、シンポジウムを実施 

3 「関西国際空港エコ愛ランド推進協議会」を「関西国際空港スマート愛ランド推進協議会」に改称 

4 「関西国際空港スマート愛ランド推進計画」策定 

8 「夏休み親子エコ教室」開催 

10 「東アジア空港同盟（EAAA）年次総会」開催。「環境リレー宣言」を採択 

12 エコプロダクツ 2013 に出展、「冬休み親子エコ教室」開催 

2014 

1 「東アジア空港同盟 環境リレー宣言 関空の取り組み」発表 

2 アジアの空港で最大級となる KIX メガソーラーの発電開始 

5 水素グリッドプロジェクト始動 

6 第 5 平面駐車場に 24 時間対応の EV 用急速充電器を設置 

7 「メガソーラー展望台」と「見える化用モニター」の運用開始 

7 国内空港で始めて小形風力発電機を整備 

2015 

2 アジアの空港で初めて燃料電池フォークリフト、水素インフラ実証運用開始 

8 「KIX サイエンス教室～水素・燃料電池教室～」の開催 

9 国際貨物地区の航空貨物上屋でメガソーラー運用開始 

10 「びわ湖環境ビジネスメッセ 2015」へ出展 

12 平成 27 年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰を受彰 

12 エコプロダクツ 2015 に出展 

2016 

1 アジアで最大規模の空港内水素ステーションがオープン 

3 平成 27 年度関西エコオフィス大賞の受賞 

3 燃料電池フォークリフト実証運用に新型車両 2 台を追加 

4 立体駐車場に EV 用普通充電器 4 台を増設 

 

 

□ 注釈 
 

※１ Lden（時間帯補正等価騒音レベル） 

2013 年度から施行された航空機騒音に係る環境基準

の評価指標で単位は dB（ﾃﾞｼﾍﾞﾙ）（それまでの評価指標

は WECPNL）。環境基準で Lden57dB（WECPNL では 70）以

下は専ら住居の用に供される地域にあてはめられ、

LdenL62dB（WECPNL では 75）以下は先の地域以外の地域

で通常の生活を保全する必要がある地域にあてはめら

れます。 

 

※２ 航空機の低騒音化 

ＩＣＡＯ（国際民間空港機構）が航空機騒音基準のチ

ャプターⅢに適合しない航空機の 2002 年 4 月以降の全

面運行禁止を打ち出し、低騒音機材への移行が図られま

した。 

 

※３ 騒音軽減運航方式 

フラップの下げ操作時期を遅くする「ディレイドフラ

ップ進入方式」に加え、車輪を出す操作（ギアダウン）

を空港近くで実施する措置のこと。 

 

※４ 継続降下運行（CDO）方式 

航空機が降下飛行を行う際、最小のエンジン推力を維 

 

 

 

持し、水平飛行を行うことなく最適な降下率で計器進入

開始点まで飛行する方式。消費燃料削減やＣＯ２排出量

削減等の効果が期待できる。 

 

※５ 白煙防止用空気加熱器 

煙突からの白煙により航空機や管制塔からの視認を

妨げないよう加熱空気を混合し、排ガスの乾き度を高め

ます。 

 

※６ GPU（固定動力施設） 

駐機中の航空機に必要な空調や電気を供給する施設

で、移動式と固定式があります。航空機の補助動力装置

(APU)を使用するよりも航空燃料の消費を削減すること

ができます。 

 

※７ AIP（航空路誌） 

航空機の運航に必要な情報を掲載した印刷物で、わが

国では国土交通省航空局が編集しています。 

 
※８ 制限区域 

滑走路その他の離着陸区域、誘導路、エプロンその他

当社が立ち入りの制限を表示した区域をいいます。 
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